
ミ

ル
と
勢

働
問
題

」

,

河

上

肇

ミ

ル
の
経
済

原
論

に
早

く

よ
り

天
野

諒

上
等

に
よ
叫

て
我

国

に
傳

へ

ら

れ

、
今

に

猴
官

私

の
請

六
畢

に
於

て
廣

く
教

科
堂
口
{
し
イ、
採

用

ゼ

ら

ろ
。
而

か
邑
、彼

が

一
個

の
肚
會

主
義

者

な

ろ

こ

ピ
は

、
多
く

人

の
知

ら

ざ

る
所

で

あ

る
。

余

は
先

月
機

行

の
本

誌

に
、
彼

の
自

叙
停

及

び

書

拗

布
引
用

し
イ、
、
彼

自

ら

一
個

の
肚
會

主

義
者

な

71

・
・言

明
し

居

・

ろ

こ
ご

た
紹

介
し

置
き

た
り

し

が

、
A
・・真

因

ド
、
勢

働
者

の
將

來

に

.

關

す

る
彼

が

所
論

の

一
端

か
.鼓

r
課
出

で
.。

衣

は
披

白

ら
経
済

原

論

中

の
最

も
重

要
な

る
草

ご
…冨

へ
る
、
第
四

雌鯒
第

七
章

の

「
節

に
属

す

*

'

ろ

。

前

章
に
於
け
る
研
究
は
、
人
間
肚
會
に
聞
す
る
謬
.れ

　蓮

馨

繋

れ
か
し
藷

を

・
を
、
英
主
た
自

　

雑

録

ミ
ル
ご
勢
励
問
題

的
ご
寫
す
q
之
を
見
隠

ゆ
賢
際
問
題
に
當
嵌
め
る
な
ら

ば
、
生
産

の
軍
な
る
増
加
を
の
み
過
度
に
重
要
覗
す
る

こ
ご
を
炉
塞
ら
げ
、
分
.離
歌
能
脚
の
一眼
差
口
に
注
意
を
彿

ひ
、
生

産

の
増
加
ご
共
に
勢
働

の
報
酬

の
人
な
る
こ
ご
を
、
二

個
の
要
件
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
に
在

る
。
生
産
総
額
が

縄
掛
的
に
増
加
す
る
か
否
か
ご
云
ふ
事
は
、
既

に
共
生

フ
ィ
ラ

ソ

蕪
撒

嚇
或

分
量

に
達

し
た

る
後

は
、
ゴ立
法
音
叉
は
志
士

仁
人

が
何

等
眠
き
利
害

を
戚

事

べ
き
問
題

で
は
無

い
。

乍
併

、
そ
が
其
分
配

に
興

る
人

々
の
員
数

に
劃
し

て
相

対
的

に
増

加
す

ご
云
ふ
事

は
、
最
上

に
重
要
な

る
こ
ε

で
あ

る
。

:
・…
…

【抄
課
暫
日
一

生
産
政
策
か
分
配
政
策
か
の
問
題
に
封
し
、
正
統
纒
濟

畢
者
が
如
何
た
ろ
思
想
か
有
ぜ
し
か
に
、
余
が
嘗
て
拙
稿

『生
産
政
策

か
分
配
政
策
か
』
(拙
著
『瓶
會
閲
胴
管
見
』
に
牧
む
)
に
於
て
、
其
大
略

ね
紹
介
冠
し
事
が
あ
る
。
今
前
記
の
一文
た
見
ろ
時
に
・
ミ
ル
が
明
か

に
醤
派
経
済
攣
の
埒
外
に
出
で
居
冶
こ
ご
が
分
る
。
.

-

余

が
此
場

所
叉

は
他

の
場

所

に
於
て

、
「
勢

働
階

級
」

叉
は
『
階

級
』
こ
し

て

の
弊

働
者

こ
云

ふ
時

、
余
は
此
等

の
語

を
ぱ
慣
用

に
從

っ
て
用

ひ
、
且
肚
會
關
.係

の
現
在

の
状
態

を
記
述

す

る
も

の
ご
し
て
之

を
用
ふ

8
錐
も
、
.

而

か
も
余

は
決

し
て
、
之

を
以

て
肚

會
關

係

に
關

す

る

第
八
巻

(
第
五
號

一
二
五
V

七

一
一
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雑

録

ミ
ル
電
労
働
問
題

必
然
的

の
叉

は
永
久
的

の
状
態

ご
寫

す
に
非

す
。
余

の

見

る
所

に
依

れ
ば

、

一
の
肚

會

に
於

て
、
勢

動

せ
ざ
る

研
…の
或
『
階
級
』
が
あ
る
ε
云
ふ
款
態
一

勢
働
に
耐

へ

ざ
る
者
、
又
は
以
前
働
ぎ
琵
る
爲
め
正
常

の
休
息
を
得

つ
＼
あ
る
者
を
除
き
、
猶
そ
れ
以
外
に
、
人
間
生
活
に

…
必
要
な
る
勢
働

の
分
前

を
負
婚
す
る
こ
ε
よ
り
逃
れ
つ

…
っ
あ
る
が
如
き
何
等
か
の
人

が
居

る
ε
云
ふ
状
態
-

は

、
決
し

て
公
卒

な

る
叉

は
健
全

な

る
肚
會

撒
態

ご
謂

ふ
を
得

ざ

る
も

の
で
あ
る
。

乍
併

、
非
勢
働
階

級

ご
い

ふ
人
な

る
肚
會
的

害
悪

の
-存
在

す

る
限

り
、
勢
働

者
も

亦

一
個

の
階
級

を
成

せ

る
繹

に
て
、
假

ひ

一
時
的

ご
は

云

へ
姑

く

一
階
級

を
成

せ
る
も

の
こ
椚
し
得

ら

る
エ
。

【捗
諜
者
日
】

舞
働
す
る
者
ご
舞
働
ゼ
ぎ
ろ
看
ピ
の
階
級
.別
な
無
く
す

ろ
ぞ㌔云
ふ
こ
ご
、
之
が
肚
會
き
義
の
主
張
で
あ
る
。
ミ
ル
が
如
何
に
肚

會
主
義
の
肚
會
ん
將
來
に
向
っ
て
望
見
し
つ
叉
め
り
し
か
に
・
以
上
の

文
句
で
明
か
で
わ
ろ
。
因
に
日
ふ
、
菰
雰

響

い
ふ
は
肉
艦
舞

働

に
限

ろ
課
で
は
無

い
。
從
て
肚
會

の
爲
に
何
等
か
の
働
た
篤
し
ワ
」
あ

ろ
者
ば
些

、
勢

働
者
に
し
て
、
非
勢
働
者
益

何
の
働
を

爲
さ
歯

ろ

.

・
言

事

で
あ
ろ
。

古
人
も

百

禦

ざ
降

百

食
単

三

　四
つ
た

が
、
さ
、ユ
葦

祉
急
な
實
現
し
た

い
ご
云
ふ
の
が
肚
會
主
義
の
理
想
で

あ
ゑ

猶
隅
難

華

で

を

い
ふ
言
葉
に
動

も
す
れ
ば
甚
し
く
誤
解

第
八
巻

(第
五
號

一
二
六
V

七

「
二

さ
れ
る
げ
れ
,ぐ
、し
、
漣
會

主
義
の
謂
ふ
所
の
階
級
の
贋
止

ピ
ば
、
只
上

述
の
如
き
意
味

の
階
欝

の
腰
止
で
あ

っ
.て
・
賢
建

幼

一
切
の
差
別

,

な
無
視
し
や
う
ミ
言
ふ
の
で
は
無
い
。

勢
働

者

の
状
態

に
就

て
は
、
共
道
徳
的

及

び
肚

會
的

の
方

面

に
關

し

て
、
之

を
題

目

こ
す
・る
所

の
思
索
及

び

議
論

が
、
以
前

に
比

し
近

來
は
飴
程
喧

し
く

な

つ
な
・

而
し

て
彼

等

の
現
状

が
決

し
て
理
想
的

の
状
態

に
あ
ら

す

ε
云
ふ
意
見

は
、
今
日
甚

だ

一
般

的

に
爲

つ
た

。
今

此
問
題
に
關
し
r

問
題

の
根
本
に
關

し
て
よ
り
も
寧

ろ
枝
葉
の
黙
に
關
し
一

公
に
さ
れ
た
る
提
案
、
及
び

之
に
關

し
て
行
は
れ
尭
る
議
論
を
見

る
に
、
肉
艦
的
野

働
者

の
爲
に
希
望
す
べ
き
肚
會
的
地
位
に
黝
し
て
、
明

か
に
二
個

の
相
劃
立
せ
る
思
想

が
存
在
し
て
居

る
や
う

で
あ
る
。

一
は
之
を
名
け
て
依
頼
及

び
保
護
説
と
認

ひ

ネ

得

べ

一

、

他

似

自

助

説

ご

謂

ひ

得

ら

る

ン

。
`

【
抄
謬
者
日
】

ミ
ル
が
依
頼
及
び
保
護
説
ε
訓

へ
み
も
の
が
、
今
時
り

日
本

に
於

て
漁
情
主
義
叉
ば
他
力
主
義

ミ
謂

へ
う
も
の
に
略
ぽ
相
當
す

ろ
事
ば
、
以

下
の
課
女
に
去
り
て
知

b
に
足

る
べ
し
。

鵡剛
読

に

〃從

へ
ば

、

一貧

民

の
運

命

は

、

彼

等

全

膿

に

影

響
す
る
穂

て
の
事
に
於

て
、
葦

の
徳

.謙
、
鰍
,
さ
る

を

へ

も

べ
き
も

の
に
て
、
彼

等
に
依
り

て
調
筍

さ
る

べ
き
も

の

thetheoryo[dependenceandprotection ,thetheo「 アofself-dependence.

【



　
で
は
無

い
。
彼

等
は
、
彼
等
自
身

の
爲
に
考

へ
る
と
云

「
ふ
事

を
、
要
求

さ
る
べ
き
も

の
で
無

く
、
叉
奨
働

さ

る

皿
べ
き
も

の
で
無

い
。

又
彼
等
自

身

の
考
叉

は

期

待

を

.

し

て
、
彼

等

の
運
命

の
決
定

に
、
勢
力

を
及

ぼ

さ
し
む

…
る
事

に
し

て
は

な
ら
な

い
。
恰
も
軍
隊

の
司
令

官

や
士

官

が
其
草
除

を
組
織
せ
る
兵
卒
曇

ず
る
が
如

一
・
貧

…
民

の
嬬
に
考

へ
、
且
彼
等

の
運
命
に
就
き
責
任
を
育

つ

「
と
云
ふ
事
は
、
上
流
階
級
の
義
務
な
る
べ
き
も

の
で
あ

無
毒
雛
縫
耀
解
職羅

.

温
情

的

、
道
徳
的

、
且
戚
情
的

で

な
く

て
は

な
ら

ぬ
。

即

ち
富

者
は
臨

む
に
愛
撫
的
保
護

を
以

て
し

、
貧
民

は

轟

敬

ご
感
謝

の
念
を
以
て
之
に
服
秘
す
る
ご
云
ふ
關
係

.

に
し
な
け
れ
ば
な
孟

。
富
者
は
貧
民

に
射
し
親

の
代

饗

し
て
、
彼
等
を
ぱ
小
供

の
如
一
に
、
指
導
し
制
御

τ

て
㌘

べ
き
で
あ
る
。
貧
民
蓑

自

分
か
ら
暴

的

一
行
動

に
出

つ
る
必

要
は
些

し
も
無

い
。

彼
等

に
向

っ
て

一
要
求

さ

る

、
所

は
、
道
徳

を
守

り
宗
教

を
信

じ

て
・
彼

…
等

日

々

の
仕

事

を
す
る
ご
云

ふ
だ
け

の
事

で
、
そ
れ
以

一
升

に

は
何
も

無

い
。
…

:
…

}

雑

録

ミ
ル
ミ
労
働
問
題

「

..-
…
-
以
上

の
慧

は
.
讐

理
誓

同

じ

や
う

に
、
歴

史
的
に
は
曾

て
實

現

さ
れ

た

る
事
な
き
も

の

で

あ

る
。
.・:
…
:
我
国
叉

は

他

の
如

・何

な
る

國

に
於

て

も

、
上
流
階
級

の
者
が
、
上
記
.の
説

に
彼
等

の
責
任

ご

爲

せ

る
所

の
も

の
ご
幾

.分
に

て
も
似
寄

り
た

る
働
き

を

爲

せ
し
腓
代

は
、
全
く
之

を
指

摘

す

る
こ

と
が
出

来

ぬ
っ

　
そ
は
稀
に
見

る
或
個
人

の
行
欝
及
び
性
格
を
基
礎

ご
爲

「せ
る
所

の
、

一
個
の
理
想
化
で
あ
る
。
総
て
の
特
椹
的

権
力
階
級
は
、
事
實

に
於
て
は
、
彼
等
自
身
の
利
己
の

」
爲
に
其
権
力

を
使
用
し
つ
・
あ
.る
。
彼
等
の
便
益

の
爲
.

に
働
か
ざ
る
を
得
ざ
る
境
遇
に
在

る
が
爲
に
堕
落
せ
る

,一

彼
等

の
眼
か
ら
見

て
一

人
々
に
野
し
て
、
彼
等

は
決

し
て
親

切
な

る
注
意

を
彿

ふ
こ
ご
な
一
、
徒

に
之

を
軽
蔑
し
て
、
彼
等
の
自
尊
心
を
恣
ま
に
し

つ
.蕩

る

の
み
で
あ
.る
。

余

に
、
従
来
常

に
熱

り
し

が
散

に
・
將

來

も
亦
常

に
然

ら
ざ

る
べ
か
ら
す

、

ご
主
張

す

る
の
で

は
無

い
。

叉
人
聞

の
改
頁

は
、
権
力

に
依

ク
て
生
す

る

強
烈

な

る
利
己

の
戚
情

を
匡

正
す

る
に

何

等
、
の

力

な

し

.
ご
主
張

す
る

の
で
も
無

い
。
併

し
假

ひ
弊
害

は
軽

減

さ
れ

る
に
し

て
も
、
棋

力
そ

の
も

の
が
取
去
.ら

る

、

第
八
巻

(第
五
號

　
二
七
)

七
=
二



一
難

繰

ミ

ル
ε
野
渤
問
題　

㎜
に
非
ざ
れ
ば
、
決
し
て
根

絶
さ
れ

能
は

ぬ
も

の
で
あ

%

。
少

乏

も
余

に
ε

つ
て
疑
ふ

べ
か
ら
ざ

る
事

は
、

一
上
流
階
萩

が
、
上
記

の
読
に
想
像
さ
れ
居

る
が
如

き
保

一
護
者
的

の
方
法
に
於
て
支
.配
す
る
ほ
ご
に
、
十
分
に
改

善

さ
れ
得

る
よ
り
も
遙

か
以
前
に
於
て
、
此

の
如
一
支

配

せ

ら

る

、

に

は

、

下

層

階

級
.が

鯨

り

に

多

く

進

歩

す

る

に

至

る

べ

し

、

と

云

ふ

事

で

あ

る

Q

.…
…

…

…

・・

一

霞

罷
煮
皇

入
間
生

殺

に

利
己
的

の
あ

ミ

見

る
に

・
ア
グ
・
・

ス
..、
ス
以
来
正
統
學
菰
に
共

通
の
思
想
な

う
が
、
上
記
の

麦

存
見
れ

ば

、
、.、
ル
』
亦
之

た
綴
承
す
ろ
寮

請

ふ
べ
し
。
彼

に
人
間
々
鹸
り
に
.

善
き
も
の
叉
ぼ
善
く
な
周
得
る
も
の
ご
見
チ
。
殊
に
下
層
階
級
の
改
善

に
就
て
一i
、
彼
ぽ
、
特
椹
階
級
の
利
他
心
に
封
阜

、
、
さ
し
た
ろ
信
用

を
置
か
ざ
ろ
盾
で
あ
み
。
此
鮎
・ト
於
て
に
マ
ル
グ
ス
も
亦
同
様
話

・

.

勢
働
者

、
少

一
.こ
も
隊
羅

巴

の
進

歩
し

穴

る
団

々

㊨

勢

働
者

に

ご
つ
て
確

な
る
事

は
、
彼

等
は
今

後
再

び
家

.

…
長
的

叉
は

父
権

的

の
政
治
組
織

に
服
挺

す
る
こ
ε
無
か

…
る

べ
し

ご
云
ふ
事
で
あ

る
。
此
問

題

は
既

に
決

せ
ら
れ

.

な

も

の
で
あ
る
、
そ
は
彼
.等
が
讀

む
こ
ご
を
激

へ
ら
れ

…
且
新
聞
紙

及

び
政
治
上

の
論
説

に
接

す

る
こ
と
を
許

毒

.

れ
な

る
特
、
一

そ
は
新
思
想
の
傳
道
者
が
困
難
を
嘗

あ

っ
、
鼓
舞

問

に
入
り
込
み
、
彼
等
の
智
力
及
.蔵

第
八
巻

(第
五
號

=
「八
)
.
七
】
四

.

情

に
訴

へ
て
、
彼
等

が
彼

等

の
上

に
立

て

る
人

々
よ
リ

モ

.

公
然
叉
は
暗

々
裏
に
敏

ぺ
込
ま
れ
し
信
係
に
反
封
ず
る

に
至

り
し
時

、
-

彼

等
が
同
じ
棟
.の
工
場

に
於

て
肚

.

會
的
に
(協
力
し
て
と
云
ふ
意
味
)算
勘

す
る
爲
に
、
大
勢

　
　

一
寄

せ
集
め
ら
れ
し
時
、
一

鐵
道
が
彼
等
を
し
て
自
由

に
其
住
所

を
愛
更
す
る
を
得
せ
し
め
、
彼
等
を
し
て
恰

一
も
着
物
を
着
替
ふ
る
ご
同
様

に
容
易
一
彼

等
の
親
分
叉

…
は
雇
主
を
攣
更
す
る
を
得
せ
し
む
る
に
至

り
し
時
、
1
.

-
邊
塞
椹

を
得

る
こ
と
に
依
り
、
彼
等
が
政
治

に
参
加

す

べ
く
奨
鋤

さ
る
N
に
至
り
し
時

、
一

其
時

を
以

て

件

の
問
題
は
既

に
解
決
さ
れ
允
の
で
あ
る
。
海
労
働
者
階

.

級
は
既
に
彼

等
の
利
害
を
ぱ
彼

等
の
掌
中
に
握

っ
た
。

さ
う
し
て
彼
等
は
、
彼

等
の
雇
主
の
利
害

ご
彼
等
自
身

の
利
.害
ご
は
決
し
て
同

「
に
非
チ
し
て
、
寧

ろ
相
反
封

す

る
も
の
な
り
ご
考
ふ
る
に
至
り
し
事
を
、
繕

へ
季
示

し

つ
、
あ
る
。
上
流
階
級

の
或
者
は
、
道
徳
的
及

び
宗

漱
的
の
漱
育
に
依
り
て
此
等

の
傾
向
を
防
ぎ
得

る
も
.の

と
自
惚
れ
て
居

る
。
乍
併
、
彼
等

の
目
的
に
役
立

つ
が

如

き
教
育
を
施
す
時
代
は
薄
彼

等
の
爲
に
既
に
過
ぎ
煮

.

.
'
.
.

'
.

「

つ

て

居

る

の

で

あ

る

。

:
一…

』

,



露

に
於
け
る
蕩

券

.彰

.㎡
、蛋

.御

.級

は

養

的
智
力
あ
る
人
・
の
間
患

索
長

者
を
促
す
黙

.

上
逓

べ
た
・
姦

き
も
の
　

遙
窶

れ
垂

礎
の

に
於
て
、
穂
て
役
立
つ
も
の
で
.あ
・
。
藪
育
な
蔭

紋

王

に
置
か
れ
ね
.ば
な
話

。
貧
民
は
暫

後
見
を
要
せ

が
暫

草

藤

叢

を
得

る
こ
置

・
彼
等
の
進
歩

演

盤

ご
爲
つ
た
。
最
早
馨

を
ば
小
供

の
如
く
支
配

蕪
麟第八巻(第五就一二九}七

】
五



一

雑

臨
陪

ミ

ル
巳
苗
〃且四
問

題

.

確

に
種

々

の
事

が
豫

期

せ
ら
れ

る
・
笙

に
・
.彼
等

は

.

上
流
階
級

の
軍
な
る
権
威
及

び
威
.信
に
よ
り
て
、
指
導

…
さ
れ
支
配
さ
れ
、
彼
等

の
行
く

べ
き
蓮
を
指
圖

せ
ら
る

.

る
事
を
、
今
日
よ
り
も
猶
盆

二
嫌
ふ
に
至

る

で

あ

ら

一
う
。
今
日

の
彼
等
に
し
て
既

に
、
其
上
層
階
級
に
謝
し

精

神
的
服
従
を
寫
す
べ
き
或
謙
遜
な
る
畏
怖
叉
は
宗
教

心
を
有
た
季
ε
.せ
ぱ
、
今
後

は
盆

芝

を
敏
ぐ
に
至
る

.

で
あ
ら
う
噂
依
頼
及
び
保
護
主
義
は
彼
等
に
と
っ
て
盆

エ
耐

へ
難

き
も

の
ご
熾
り
、
彼
等
は
、
彼
等
の
行
動
及

び
條
.件
は
本
質
的

に
自
治
に
依
る
べ
き
も
の
な
る
事
を

.

要
求
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
同
特
に
又
・
彼
笈

多

く

の
場

合

に
於

て
、
彼
等

の
事

件

に
立
法

上

の
干
渉

を

要
求

し
、
彼

等

に
關
係

あ

る
種

々

の
事
物

に
就

て
法
律

…
上

の
規
定

を
要

求

す
る
に
至

る
こ

ε
も
、
極
妨

て
可
能

で
あ

る
。

.…

…
・.而

か
も
此

等

の
立
法
た

る
、
彼
等
自

身

の
意

志
、
彼

等
自

身

の
思
想

及

び
主
張

に
本

き
制
定

ざ

る
べ
き
も

の
に

て
、
催
人

よ

り
彼
等

に
向

ひ
上

よ
り

授

か
る

べ
き
も

の
に
非

ざ

る
こ
ε
を
要
求

す

る
に
至

る

で
あ

ら
.う
Q

…
…
…

…

-
余
は
、
被
笠

蕩

馨

)募

賃

の
爲
に
建

第
八
巻

{第
五
號

}
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ハ

倒
す
る
ご
い
ふ
状
態
を
ば
、
彼
等
の
窮
極

の
状
態
ε
し

て
、
永
久
之
に
満
足
し
居

る
べ
し
、
ε
考

ふ
る
こ
オ
能

は
ざ
る
者

で
あ
る
。
…
…
…
人

口
稠
密
な
る
菅
野
に
於

て
は
、
賃

傭
勢
働
者
ε
し
て
共
生
活
を

始
め
、レ

人

々

は
、

一
般
原
則
ご
し
て
、
最
後
ま
で
其
状
態
を
繧
け
、

…然
ら
室
ん
ば
更

に
下
層

に
沈

ん
で
公
共

の
慈
善
に
衣
食

す
る
事
ご
爲
り

つ
、
あ

る
。
乍
併
、
人
類
進
歩

の
現
時

一
の
状
態
に
於
て
は
、
箏

尊
の
思
想
が
日
を
追
う
て
盆

工

貧
民
階
級

の
問
に
鯨
播

さ
れ

つ
・
あ
る
が
故
に
、
而
し

て
此
趨
勢

は
、
印
刷
物

の
公
刊

乃
至
言
論
の
自
由
を
ぱ
、

全
部
禁
座
す
る
に
非
す
ぱ
、
最
早
や
之
を
防
歴
す
る
を

,

得

ざ
る
も

の
な
る
が
故
に
、
人
類
が
雇
主
及
び
被
傭
人

&
云
ふ
二
個
の
遺
傳
的
階
級

に
分
割
さ
れ
居

る
事
が
永

久
に
維
持
さ
る
べ
し
ご
云
ふ
ご
&
は
、
吾
等

の
豫
期
す

る
を
得
ざ
る
所

で
あ
る
。
北
開
係
は
、
勢
賃

の
佛
圭
に

ご
つ
て
も
叉
受
領
者
に
ご
つ
て
も
、
略
ぼ
同
様

に
不
満

足
な
も
の
で
あ

る
。
若
し
富
者
が
貧
民
を
目
し
て
、

『

種

の
自
然
法
に
依
り
、
彼
等
の
奴
僕
π
り
徒
者
た
る
も

.

の
こ
爲
す
な
ら
ば
、
富
者
は
興

り
代
り
、
貧
民
に
ご
つ

て
軍
に
餌
食
た
り
牧
場
な
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
&
看
政

噛



.

さ

る

エ
で
あ
ら
う
。
貧
民

の
要
求

す

る
題
目

並
に
期
待

「

.

は
飽
く
こ
ご
を
知
ら
ざ
る
も
の
に
て
、
そ
は
彼
等
に
譲

一
接
す

る
毎
に
其
範
園
を
増
大
す
る
。
…
…
…
今
日
大
部

…
分

の
勢
働
者
の
唯

一
の
努
力
は
、
出
来
得

る
限
り
多
く

の
労
賃
を
得
て
、
出
來
得

る
限
り
動
勢

の
形
に
於
て
少

.

き
も

の
を
返

さ
ん
ご
す
る
に
在

る
。
思
ふ
に
早
晩
資
本

一
家
階
級
に
ε
り
て
も
,
其
利
害
及
び
威
情
が
彼
等
に
封

「

…
し

敵

対

的

關

係

に

在

る

人

々

ε

、

密

接

に

且

屡

主

接

燭

.

し

て

生

活

す

ご

云

ふ
事

は

、

恐

ら

く

耐

ゆ

べ

か

ら

ざ

る

.に

至

る

で

あ

ら

う

o

・
…

:
:
・

【
抄
諜
者
日
一

以
上
諜
出
す

る
所

に
依

っ
て
見

れ
ば
、
原
論
著
作
時
代

.

に
於
曲り
る
ミ
ル
は
、
彼
白
一ら
五
(自
叙
俳

中
・に

旨
臼
へ
る

如
く

、

明
か
F

　
『
肚
會
主
義
誉
ε

い
ふ

一
般
的
名
徳
の
下

に
包
含
ぜ
ら
る
＼
も

の
』
ご
爲

っ
て
居
ろ
。
足
れ
注
意
ず

べ
春
こ
あ

第

一
で

め
聖

女

に
彼

は
・
勢

働

問
題
の
解
決

に
就
き
温
情

主
義
に
反
封
」
、
上
流
階
級

の
公
共

心
に

一
蝕
り
多
く

の
信
用
た
置
く

こ
ピ
な
く

、
自
力
主
義
々
主
張
し
、
主

達
し一

て
勢
働
者
自
身

の
力
に
依
叫
其
運
命

層
開
拓
す
べ
善
事
々
唱
道
し
て
居

ろ
。
此
獄
一
に
於
て
彼
の
立
場

に
、
些
工想
的
軸距
會
主
義

ピ
斜
陽
丁的
凱肌
會
主

義

(
マ
ル
〃
凶
主
義
V
・あ

中
間
に
在

る
。

マ
ル

ク
ス
に
從

へ
ば

、
肚
曾

組
織
の
改
造
に
、
圭
ご
し
て
労
働
活
階
級

の
員
憺
す
.へ
音
使
命
で
あ

っ

て
、
其
方
法
に
所
謂
政
治
的
階
彩
争
闘

艮
依
り

、
政
灌
為
労
働
者
階
級

の
手

札
攻

め
、
然

る
後
其
故
礎
な
ぱ
肚
會
全
膿

の
利
益
の
爲

に
用

ひ
、

雑

録

再
ひ
王
制
作
者

に
就
て

以

て
階
愚

な
き
舳
會
一

節

ち
働
く
者

ε
働
か

ざ
ろ
者
ξ
の
階
級
的
匠

別
な
き
肚
曾
1

か
建
設
す

べ
し
・㌔
言

ふ
の
で
あ
ろ
。
然

る
に
ミ
ル
の

考
に
-
他
が
圭
義
々
排
し
自
力
主
義
な
唱
ふ
る

迄
に
は

な

っ
て

居

る

が

、
し
か
し
其
自
力

主
義
た
み
、
政
治
的
階
級
撃
闘

の
形
式
々
採

ゐ
べ

し
"」
云
ふ
迄
の
主
張

に
ば
爲

っ
て
居

な
い
の
で
あ
ろ
。
猶

ミ
ル
の
思
想

に
、
其
他
多
く

の
.嵩

に
於
て
、
斯
か
る
中
間
的
地
位
な
占

む
う
も
の
に

て
、
思
想
奥

の
研
究
者
に
ε

っ
て
に
、
頗

る
興
味

め
る
こ
ミ
で
あ
ろ
o

.

」


